がんサバイバーホノルルマラソン

53名全員完走・完笑報告会！

今回、がんサバイバーホノルルマラソンツアーに矢山クリニックより西村さんご夫妻、佐藤先生、患者会岩崎が実際に参加。
沢山の奇跡が起きた感動の体験談にこうご期待！

マラソンツアーの主催者で、シンガーソングランナーである杉浦貴之さんと実際に参加したメンバーを交えてのトーク＆ライブです。

「自分の限界を突破できた」

「命はやわじゃない、一人じゃないって実感できた」

などの感想多数。
日時：1月28日（土）１５：００～

場所：矢山クリニックリハビリ室

会費：1000円
「がんサバイバーホノルルマラソン2011　体験記」

患者会　岩崎洋右
ホノルルに着くと、早速大きな虹が僕たちを出迎えてくれました。奇跡が起こりそうな予感。いや、僕にとっての奇跡は9月から始まっていたのでした。

今年の1月、患者会での「がんサバイバーホノルルマラソンツアー」のリーダーである貴さんこと杉浦貴之さんのトーク＆ライブの後、一度は高まったマラソン熱。ここ10年走ってはすぐに痛む膝を気遣いながら、焦らずに歩くところから始めたトレーニング。しかし、数日歩いて痛みだす膝。「やはり無理か・・・」

今年の夏、僕にとって大きく落ち込むことがありました。その中、会ったこともない人から「私としては伝える気は無かったのですが、あまりにもあの世の人たちが伝えろとうるさいので・・・」という不思議なコメントと共にもらった手紙とプレゼント。そのプレゼントを見た瞬間、僕はしばらく言葉を失った。そのプレゼントは、なんとハワイの絵葉書。「ハワイに行けということか・・・」

とはいっても、やはりよくならない膝を抱え、今一つ本気モードにならないまま迎えた11月5日、クリニックでの「杉浦貴之、ホノルル直前激励トーク＆ライブ」。このライブが終わった後、僕の心の中でスイッチが入るカチッという音が確かに聞こえました。そしてその翌朝、貴さんを駅まで私たち夫婦が送る車の中、「ホノルルを走ろうと思う。『走れるぐらいに膝が良くなったのではなく、走ったから膝が良くなった』って言ってみたいじゃない（笑）。」と貴さんに宣言し、「次はホノルルで！」とがっちり握手をして別れたのでした。

このスイッチは確かな手ごたえでした。なぜなら、スイッチが入った瞬間、自分の膝の治し方をひらめいたからです。早速走ってみると、やはり出てくる膝の違和感。「来た、来た！」とばかりに膝を治療すると違和感が消えるではありませんか！！次の日も、そして次の日も、走っては治療することを繰り返すうちに、ついには違和感すら出なくなったのです。これは僕にとって奇跡です。リハビリを職業とする僕にとって、膝が自然に治ったのでは面白くありません。でも、今回、膝は自然に治ったのではなく、治し方をひらめいた。これは理学療法士として最高の治り方です。だって、「自分の膝を治せない理学療法士ってどうよ？？」って感じでしょ？患者さんに説得力ないでしょ。だから、僕自身の中で、自分の膝を自分で治せるようになったとき、理学療法士として一皮むけると思っていました。そして、どのタイミングで治せるようになるのだろうと期待していた部分もありました。それがこのホノルルマラソンだったとは！！！ 

こうして走り始めた11月、「走れるって素晴らしい！」。走っていると疲れも、嫌なことも解き放たれ、幸せに包まれる自分がいます。幸せを感じるのに多くはいらない。ただ走ればいい。神様は身近なところに幸せを準備してくれている。走れるありがたさに感謝。思い起こせば10年前、僕はとても辛い状況にあり、それを克服するために毎日走っていました。そして、生まれて初めて出場したマラソン大会。そのスタートラインで僕は感動していました。辛さを克服するために走っている自分。多分、このスタートラインに立っている他のみんなも、僕と同じように何らかの走る理由があって走っているのだろう。そう思ったとき、スタートラインに立っているみんなが赤の他人ではなく、人生を共に歩む同志である。そう感じた瞬間でした。

出発直前には、新たなテーピング方法や重心を安定させるグッズの作成方法までひらめくという奇跡まで起こり、準備万端でホノルルに向かいました。

そしてホノルル。いきなり大きな虹が出迎えてくれました。

ホノルルではマラソン大会まで二日間あります。この二日間は我々53人が一つのチームとして絆を深めていく二日間。二年生存率０％を乗り越える貴さんの奇跡の物語も感動的ですが、参加者の一人一人と触れ合う中、53人全員の中に壮大な53話のドラマがあり、その主役を張っている53人が集まっている集団であることに気付かされます。僕はこのツアーの間53話中、何話聞けたか。さわりの部分を聞いただけでも魂が震えるのを感じながら、そして、この主役級の人々の中にサポーターとして参加させてもらえているこの幸せ。マラソンを走る前にもうすでにお腹一杯、大満足でした。

そしてマラソン当日。前日に配った重心を安定させるグッズを皆が身に着けてくれているのに感動。そして、53人の主役級の皆さんの中で、僕は自分の小ささにみんなから遅れを感じることが多々ある中、テーピングや治療を受けることで僕を必要とし、仲間に入れてくれようとする優しさに魂は感動の涙を流していました。サポートする側は、サポートをして欲しいと言ってくれる人がいて初めて光が当たります。使命とは「使われる命」。使ってくれる人がいて初めて果たすことが出来る使命。そしてそれを果たせる幸せ。「人助けは権利、助けられるのは義務」といった人がいました。助けられる義務を果たしてくれる人がいて初めて使うことができる権利。みなさん、本当に、本当にありがとう。みなさんをサポートすることで、僕は生きている実感をもらいました。

42㎞完走後、まだ後ろを歩いている仲間がいる。欲張りな僕は、「まだまだ歩けるよ」と言ってくれる僕の足に感謝しながら最終ランナーの仲間のいるところまで引き返しました。フルコースを食べ終えた後にさらに世界一豪華なデザートを食べるべくワクワクしながら引き返しました。どの競技でもそうですが、トップの選手以上に祝福を受ける最終ランナー。夕暮れの中、交通規制も解除になり、ゴールに向かう私たちにクラクションやパッシングで応援してくれる現地のドライバーたち、マラソン大会を時間無制限で行うということは、最後まで付き添いながら、水やバナナ、懐中電灯などを貸してくれるオフィシャルの方々がいてくれるということ。ハワイ全体で最終ランナーの感動的なドラマを作り上げていきます。そしてその中に自分もいれる幸せ。14時間13分12秒、約60㎞、最後の最後まで満喫しました。

最終日の打ち上げは言うまでもなく最高でした。その夜興奮して眠れない今年3月まで車いす生活だった遊くんとベッドの中でオールナイト。楽しかったよ！遊くん。きみの優しさはしっかり受けとったからね！！

帰りの飛行機の中、「今回のツアーはどうでしたか？」と尋ねられ、「お腹一杯、未消化で腸閉塞になりそう（笑）。帰国してからよく噛んで味わいます。」と答えたところ、「本当の始まりは実はこれからなんですよ。」とのこと。何が始まるのかワクワクしているところに、翌日職場で最大級のピンチが起きました。でも、このピンチは僕の人生を大きく変える大チャンスになりそうな予感！続きはこれから、これから。
